
頭部MRI検査

（件）

上顎洞腫瘤が発見され、生検または摘出手術の方針となりました。陳旧性脳微小出血が発見された2例は、
降圧薬治療が検討されています。
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70歳以上の受診者のうち、男性の95人(88.8％)、女性の49人(86.0％)に所見が見つかりました。加齢とともに
有所見率が増加しています。
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経過観察者数
C0～C12判定(％)

要精検者数
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男性

39歳以下 46 34 (73.9) 12

40-49歳
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60-69歳 256 61 (23.8) 189 (73.8)

(1.3)99

性別 年齢
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女性

35 (32.7)

(1.4)50-59歳 220 108 (49.1) 108 (49.1) 3

39歳以下 33 23 (69.7) 10

頭部MRI検査の受診者数は1,570人、このうち要精検者数13人(0.8％)、治療中の受診者は8人(0.5％)でした。
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